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学習等の意欲が低下している中学２年生の生徒に対して、自己肯定

感を高めるために行った合理的配慮の事例 
 

１．事例の概要 

通常の学級に在籍するＡ生徒（中学２年生）が個別の支援を毎日受けながら日々

の学習や生活に取り組んでいる事例である。Ａ生徒は入学時より、学習と生活の両

面において意欲が低く、指示内容の理解が困難であり、提出物が未提出であったり、

授業で使うものの準備が困難であったり、授業に参加できないことも少なくない。

そこで、中学２年生になり、通常の学級の中で特別支援教育支援員による個別の支

援を受けることとなった。 

学級担任や特別支援教育コーディネーター、特別支援教育支援員、保護者で面談

を行い、Ａ生徒に対する個別の支援計画を立てた。規則正しい学校生活を送ること

や基本的な学習内容の定着という保護者の願いのもと、授業では指示内容を理解し、

繰り返して作業することを支援し、放課後に個別支援を行い、支援員が宿題や提出

物の管理、身だしなみの改善など、生活面の支援を行っている。 

現在は、合理的配慮協力員の指導・助言を受けながら、Ａ生徒の自己肯定感を高

めるために適時な声かけなど、具体的な支援内容の充実に努めているが、Ａ生徒が

主体的に課題解決に取り組むことがまだ難しいことが課題となっている。 
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２．生徒の実態 

Ａ生徒は B 中学校の２年生で、通常の学級に在籍している。小学校の時から年齢に

そぐわない幼い言動が多く、周りの子ども達から、からかいの対象になることが多か

った。中学校に入学してからも周りの状況に気が付かずにふざけたり、人の嫌がるこ

とをしたりしてクラスの中でも孤立しがちであった。また、基本的生活習慣も定着し

ているとはいえない。 

学習に対しては意欲が乏しく、やるべきことから逃避する傾向が顕著であり、宿題

や課題が未提出のことが多い｡また、取組には偏りがみられ、やればできることもある

が、概ねやらないで済ませようとする傾向がある。 

進路については、高等学校に行きたいという気持ちがあり、また、保護者も行かせ

たいと思っている。 

 

３．本事例に関する基礎的環境整備 

〇 定期的に特別支援教育コーディネーターを交えた保護者等との支援会議を実施し、

個別の指導計画等の評価・見直しを行い、支援体制の充実を図っている。【基礎３】 

〇 使用している教材については、通級による指導の担当者会で情報交流し、生徒に

適切な教材の開発に努めている。【基礎４】 

〇 個別学習スペースでは、落ち着いて学習できるよう、防音対策並びに吸音対策を

進めている。【基礎５】 
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〇 B 中学校のある C 県では、特別支援学級及び通級による指導の担当者で、特別支

援学校の教員免許を有さない教員に、特別支援学校の教員免許状の取得を推進して

いる。【基礎６】 

〇 Ｂ中学校には、個に応じた指導方法として、発達段階を考慮した通常の学級での

支援が難しい生徒に対して、放課後等に個別支援を行っている。【基礎７】 

 

４．合意形成のプロセス 

 入学当初は、やる気に満ちているような印象で、班活動でも率先して何でもやりた

がっていたが、学習が難しくなり、学習での成功体験が少なくなったこともあり、１

学期後半くらいから意欲が低下していった。学級担任から、学習面や情緒面、生活面

ともに気になる生徒として名前があがり、教員や特別支援教育支援員、合理的配慮協

力員による生徒の行動観察が実施された。その上で、支援が必要であるという結論に

なり、保護者との面談を行った。保護者も気になっていたが、家庭の事情から十分に

支援ができないことも多く、学校での支援を希望したことから、２年生に進級すると

同時に特別支援教育支援員による支援の対象となり、個別支援が具体的に始まった。 

 

５．合理的配慮の実際 

〇 放課後に行う個別支援において、Ａ生徒の日常生活動作（ADL）に関する指導を

行い、できたときには必ず褒めることを繰り返している。【合理①－１－１】 

〇 授業の時には、机間指導をしながら、Ａ生徒に今授業でやっている箇所を指で示

したり、個別にメモを渡したりする支援を行っている。【合理①－２－１】 

〇 各教科担当の教員にも協力してもらい、Ａ生徒の得意な教科の授業中に、「リトル

ティーチャー」として他の生徒に教える場面を設けている。【合理①－２－２】 

〇 月１回、校内委員会を開催し、Ａ生徒への支援に関する現状報告や支援方法の見

直しを行っている。【合理②－１】 

〇 学期に１回、合理的配慮協力員による学校訪問やＡ生徒の行動観察を行っている。

【合理②－１】 

〇 Ａ生徒の学校での様子について保護者と電話で共有し、定期的に面談を実施して

合意形成を図っている。【合理②－２】 

 

６．本事例の成果と課題 

本事例の成果として、Ａ生徒に対しての個別支援を毎日行い、身だしなみのチェッ

クや持ち物の確認、宿題や提出物の確認に取り組んだ結果、Ａ生徒の忘れ物が減り、

提出率も上がった。また、得意科目に関しては他の生徒に教える機会を設けることに

より他の生徒からも認められ、Ａ生徒の自信にもつながった。自己肯定感も高まり、

将来につながる進路に対しても考えることができるようになってきた。  

課題としては、毎日の個別支援によって、提出物や宿題は出せるようになったが、

特別支援教育支援員や教員の声かけを必要とすることが多い。Ａ生徒自身が自ら進ん

で行っているわけではないことから、今後は、提出物や宿題を提出する必要性を自覚

し、自ら確認できるようになることが課題である。 


